① 体験内容に関する質問
Ｑ： この体験会を通して何が学べますか？
Ａ： 現在急増している「警察官を騙るオレオレ詐欺」の手口を学べます。実際に犯人がどのようなプロセスで私たちを騙してくるのかを身をもって体験することで、万が一、犯人から電話がかかってきたときに落ち着いて対応できるようになります。
Ｑ： 体験では、見るだけですか？
Ａ： いいえ、実際に機器(スマートフォン)を操作し、疑似体験していただきます。
Ｑ： AIは定型文しか話さないのですか？
Ａ： いいえ、こちらから話す内容次第で、AIの応答が変わります。
Ｑ： 実際の詐欺電話とどれくらい似ていますか？
Ａ： 実際の事例をもとにしたリアルなシナリオを再現しています。

②  所要時間・参加方法に関する質問
Ｑ： この体験のデモはどれくらいの時間がかかりますか？
Ａ： 体験はおおよそ10分程度です。
Ｑ： 体験するにあたって、受講者が何か準備する必要がありますか？
Ａ： いいえ、こちらから機器を持参します。
Ｑ： 講習会参加者全員が体験できますか？
Ａ： 時間の都合上、代表者1～2名に体験していただき、他の参加者はその様子をご覧いただきます。また、講習後、時間の許す限り、個々に体験していただくことも可能です。
Ｑ： スマートフォンを持っていない人でも参加できますか？
Ａ： はい、こちらで準備した機器を使用しますので問題ありません。

③  安全性・プライバシーに関する質問
Ｑ： この体験は危険ではありませんか？
Ａ： 安全な疑似体験です。実際の犯人と接触することはありません。
Ｑ： 体験中に個人情報を発言する必要はありますか？
Ａ： リアリティをもたせるため、お名前を入力していただきますが、一時的に使用されるのみで、何らかの目的で利用することはありません。
Ｑ： AIとの会話は録音されますか？
Ａ： システム改善のために、一時的に保存されますが、当該目的以外に利用することはありません。

④  対象者・難易度に関する質問
Ｑ： この体験はスマートフォンに不慣れな人でも簡単にできますか？
Ａ： はい、操作は非常に簡単で、スタッフがサポートします。


⑤  費用・資料に関する質問
Ｑ： この体験は無料ですか？
Ａ： はい、無料でご参加いただけます。但し、講習会開催に伴う会場費、イベント開催に伴う出展料等が発生する場合は主催者によりご負担ください。
Ｑ： 体験後のアンケートは何に利用するのですか？
Ａ： 体験いただいたシステムの今後の改善のために、簡単なアンケートにご協力をお願いしています。 

⑥  準備に関する質問
Ｑ： 主催者が何か準備するものはありますか？
Ａ： 特別な準備は不要ですが、PCを使って説明するため、プロジェクターとスクリーン、電源（延長コード）をご準備ください。ご用意が難しい場合でも講習会は実施できますのでご相談ください。
※ 電波状況が悪い場合、システムが正常に動作しないことがあるため、Wi-Fi環境がある場合は利用をお願いする場合があります。
※ また、体験会で使用するアプリは通信状況の影響を受けやすいため、一定の通信環境が整っていることが必要です。そのため、実施前に通信環境に関するヒアリングや動作テストをお願いする場合があります。
Ｑ： 会場のレイアウトはどのようにすればよいですか。
Ａ： 下図のようなレイアウトを参考にご準備ください。
※ 一例ですので、会場の状況に応じて、柔軟にご準備ください。
 【参考】会場レイアウト例
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中程度の精度で自動的に生成された説明]
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